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◎パープルホールなどの駐車場は限りがありますので、
ご来場は徒歩・自転車・バイクでお越しいただくか、
できるだけ電車・バスなどの公共交通機関をご利用ください。

〔講座の申込・問合先〕パープルホール事務室
  (藤井寺市地域サービス公社)　　☎ 939･7020  　   939･7021

　

　
 

　

パープル講座受講生募集パープル講座受講生募集

曲の解説を交えつつ、アコーディオン
やピアノの伴奏で懐かしの歌声喫茶気
分を味わいませんか。

10:00～11:30

500円/1回(当日に集金)　

開講日
時間
受講料

2/7、3/7、4/4、5/2(全て火曜日)

 
2/1(水)～15(水）　※①は開講日に受付
②③は申込期間初日の9:00から受け付けます。直接、パープルホール事務室窓口にお越しください。
各講座とも先着順です。※定員に満たない場合は、開講しない場合があります。

申込期間・方法：申込期間・方法：

③トールペイント教室(定員10人)
トレーにペイントします。
手ぶらで参加できます。
初心者の方大歓迎です。

13:30～(120分程度)

2,300円(前納)　

開講日
時間
受講料

3/8(水)

②はじめての絵手紙教室(定員14人)
「ヘタでいいヘタがいい」がモットーの
絵手紙教室。貸出道具あります。
初心者の方大歓迎です。

10:00～11:30

1,000円(前納)　

開講日
時間
受講料

3/10(金)

①うたごえ倶楽部(定員80人)

施設予約サービスでは、インターネットにつながるパソコンや
スマートフォンで施設の空室状況が確認できます。また、使用
登録を行うことで施設の仮予約ができ窓口での申請待ち時間が
短縮できます。パープルホールホームページよりご活用ください。

※新型コロナウイルス感染症の影響で、掲載の内容が変更となる場合があります。
その際は、市ホームページなどでお知らせします。

LINE公式アカウント
リニューアル

POINT1 「かんたんメニュー」を追加

「交通案内」を追加

「子育てメニュー」がより便利に

暮らしのなかで役立つ情報を集めまし
た！文字が大きく・シンプルな見た目でス
マホが苦手な方でも操作しやすい！

電車とバスの時刻表検索、タクシーの配
車予約などが簡単に！

出欠連絡に加え、給付金情報、夜間・休日
診療など、さらに子育て情報が充実！

友だち登録は
こちらから

◀

◀

◀

問合先　【システムについて】　情報政策課情報管理・ICT推進担当（6階�番窓口）　☎939・1032
　　　　【情報発信について】　秘書広報課広報担当（5階�番窓口）　☎939・1051

POINT2

POINT3
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わたしたちが地域防災の主役！　ジュニア防災リーダー

令和5年消防出初式

1月8日、大和川親水公園（柏原市国分本町）で、柏
原市・羽曳野市・藤井寺市・柏原羽曳野藤井寺消
防組合による「令和5年消防出初式」が行われました。

三市の消防団、消防職員、婦人防火クラブ、柏羽
藤火災予防協会自衛消防隊部会らによる行進、幼年
消防クラブによる防火演技などの後、今年1年の防
火・防災を願い、最後に大和川に向かって一斉放水
が行われました。

Photograph
まちかど

わがやの アイドル

澤田　妃
ひ お り

織ちゃん	 4歳
　　　一

い つ り

凜ちゃん	 1歳

これからも仲良しな二人でいてね♪

小川　萩
しゅうか

花ちゃん	 1歳
　　　果

か り ん

琳ちゃん	 1歳

いつも2人の笑顔にママとパパは癒さ
れています。これからもいっぱい笑
って楽しい思い出を作っていこうね！

わがやの
アイドル
募集中

▲詳しくはこちら

【受講生の声（一部抜粋）】
災害などがあったときに、自分の知っていることを生かしていき

たいです。胸骨圧迫や消火器の使い方を知ったので、人がたおれ
ていたり火事があったりした場合は率先して行動したいです。

（藤井寺中学校１年　築野　紗奈さん）

　今後、ジュニア防災リーダーとして、学校生活の中で消火器の
使い方や、絶対にほどけないロープの結び方を教えていきたいと
思った。 （道明寺中学校２年　西村　颯馬さん）

学んだことを自分だけが知っておくのではなく、他の人達にも教
えて、その人がある程度できるようになると、助かる命も増えると
思う。 （第三中学校 1 年　岩井　珠希さん）

災害時に行動を起こせる人材育成のため、中学生を対象に「ジュ
ニア防災リーダー」育成事業を行いました。市内３中学校から 17人
が参加し、実践的な救命講習を通じて、防災知識や技術、自助・
共助・公助の心構えを学びました。
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